
①

最
近
、
唯
識
思
想
を
学
ば
ん
と
す
る
学
生
は
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
唯
識
」
は
「
唯
識
三
年
、
倶
舎
八
年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

難
解
で
あ
る
た
め
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
は
な
っ
て
も
、
中
々
優
れ
た
論
文
に
は
出
会
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
原
典
が
難
解
な
た
め

に
、
直
接
原
典
を
用
い
ず
に
、
唯
識
に
関
す
る
概
要
書
、
そ
れ
も
唯
識
入
門
書
を
中
心
に
論
文
を
作
成
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
私
の
学
生
に
対
し
て
の
指
導
力
が
充
分
で
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
今
年
か
ら
は
、
原
典
を
翻
訳
で
も
よ
い
か
ら
読
ん
で
も
ら
い
、
疑
問
な
と
こ
ろ
は
そ
の
場
で
質
問
し
て
も
ら
う
か
、
そ
れ
と
も

後
か
ら
私
の
所
へ
聞
き
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
唯
識
思
想
の
卒
論
を
書
こ
う
と
す
る
人
々
に
、
何
ら
か
の
役
に
立
て
ば
と
思
い
、
こ
の
小
論
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
と
は

い
っ
て
も
、
今
年
の
私
の
ゼ
ミ
の
四
回
生
は
二
十
数
名
い
る
た
め
、
充
分
な
指
導
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
不
安
も
あ
る
が
、
何
と
か
責
任

を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

唯
識
思
想
の
成
立
と
展
開

ｌ
唯
識
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
Ｉ

は
じ
め
に

舟
橋
尚
哉
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の
、
い
わ
ゆ
る
八
不
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
自
性
を
否
定
す
る
無
自
性
・
空
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
唯
識
思
想
は
、
竜
樹
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
空
思
想
が
、
空
亦
復
空
と
し
て
徹
底
的
に
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
た
結
果
、

③

依
り
所
す
ら
、
何
も
な
く
、
そ
の
た
め
不
安
に
堕
ち
入
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
、
虚
妄
分
別
さ
れ
、

④

遍
計
所
執
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
無
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
中
観
思
想
と
唯
識
思
想
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
点
か

⑤
⑤

ら
、
中
観
思
想
が
「
な
し
の
否
定
」
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
唯
識
思
想
は
「
に
あ
ら
ず
の
否
定
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
唯
識
は
、
す
べ
て
を
否
定
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
実
の
世
界
は
幻
の
如
き
世
界
で
あ
り
、
心
の
顕
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
が
、

転
識
得
智
し
た
悟
り
の
世
界
を
肯
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
、
唯
識
思
想
は
「
無
の
有
」
の
思
想
で
あ
る

一
則
中
観
二
乃
玲
伽
」
（
大
正
五
四
、
二
○
五
Ｃ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
義
浄
が
イ
ン
ド
に
行
っ
た
と
き
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
寺
に
留
ま
っ
て
研
究
し
た
が
、
こ
の
二
潮
流
が
、
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の

代
表
的
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
中
、
中
観
思
想
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
般
若
の
空
思
想
を
中
心
に
、
八
宗
の
祖
師
で

あ
る
竜
樹
（
爵
恩
骨
目
）
が
開
顕
し
た
思
想
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、

「
不
生
不
滅
不
常
不
断

と
も
い
わ
れ
る
〔

義
浄
三
蔵
（
シ
ロ
囲
中
ご
巴
の

「
所
し
云
大
乗
無
し
過
二
三
種

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
る
。
一
つ
は
中
観
思
想
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
唯
識
思
想
で
あ
る
⑤

義
浄
三
蔵
（
シ
ロ
囲
中
ご
巴
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
」
に
は
、

「
不
生
不
滅
不
常
不
に②

不
一
不
異
不
来
不
去
」 ｜

、
琉
伽
唯
識
の
思
想
的
位
置

２



平
等
性
と
妙
観
察
と
に
お
け
る
と
、

及
び
成
所
作
に
お
け
る
と
の
、

三
つ
の
智
慧
が
そ
れ
に
依
止
し
て
い
る
』
（
第
師
偶
）

諸
仏
の
智
慧
は
四
種
で
あ
る
。
大
円
鏡
智
と
平
等
性
智
と
妙
観
察
智
と
、
及
び
成
所
作
智
と
で
あ
る
。
大
円
鏡
智
は
不
動
で
、
こ

⑥

れ
に
依
止
す
る
三
智
は
動
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
漢
訳
に
よ
れ
ば
、

「
『
四
智
鏡
不
動
三
智
之
所
依

八
七
六
五
識
次
第
転
得
故
」

釈
日
、
四
智
鏡
不
動
、
三
智
之
所
依
者
。
一
切
諸
仏
有
四
種
智
。
一
者
鏡
智
。
二
者
平
等
智
。
三
者
観
智
。
四
者
作
事
智
。
彼
鏡

智
以
不
動
為
相
。
恒
為
餘
三
智
之
所
依
止
。
何
以
故
。
三
智
動
故
。
八
七
六
五
識
、
次
第
転
得
故
者
。
転
第
八
識
得
鏡
智
。
転
第
七

識
得
平
等
智
。
転
第
六
識
得
観
智
。
転
前
五
識
得
作
事
智
。
是
義
応
知
」
（
大
正
三
一
、
六
○
六
ｃ
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
般
若
の
空
・
竜
樹
の
空
思
想
は
、
あ
く
ま
で
も
「
空
」
を
究
極
の
も
の
と
し
て
説
く
「
無
の
教
え
」
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
琉
伽
唯
識
思
想
は
、
す
べ
て
を
空
じ
た
あ
と
に
転
識
得
智
と
し
て
、
智
を
認
め
る
「
無
の
有
」
の
教
え
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

琉
伽
唯
識
派
の
所
依
の
経
典
と
い
わ
れ
る
『
解
深
密
経
」
の
無
自
性
相
品
に
は
、
こ
れ
ら
「
有
の
教
え
」
「
無
（
空
）
の
教
え
」
「
無
の
有

の
教
え
」
を
「
三
時
の
教
判
」
に
よ
っ
て
、
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
世
尊
、
初
め
（
第
）
一
時
に
於
て
、
婆
羅
痕
斯
仙
人
堕
処
施
鹿
林
の
中
に
在
し
て
、
惟
、
声
聞
乗
に
発
趣
す
る
者
の
為
に
、
四

諦
の
相
を
以
て
正
法
輪
を
転
じ
た
も
う
。
是
れ
甚
だ
奇
に
し
て
甚
だ
希
有
な
り
と
為
す
。
一
切
の
世
間
、
諸
の
天
人
等
に
し
て
先
に

転
識
得
智
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
」
第
九
章
菩
提
品
に
は
、

弓
大
円
鏡
智
は
不
動
で
あ
る
。
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す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。

⑨

そ
こ
で
私
も
最
近
、
弥
勒
の
五
部
論
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、

従
来
、
弥
勒
の
五
部
論
が
比
較
的
古
い
も
の
で
あ
り
、
初
期
唯
識
思
想
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ

⑧

が
最
近
、
弥
勒
の
五
部
論
の
中
に
、
後
期
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弥
勒
の
五
部
論
を
再
考

に
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
琉
伽
行
派
と
い
わ
れ
る
唯
識
思
想
の
立
場
が
、
少
し
は
理
解
し
て
頂
け
る
か
と
思
う
。

｜
般
に
弥
勒
の
五
部
論
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
中
国
伝
で
は
、

世
尊
、
今
第
三
時
の
中
に
於
て
、
普
ね
く
一
切
乗
に
発
趣
す
る
者
の
為
に
、
一
切
法
は
皆
自
性
無
く
、
生
も
無
け
れ
ば
減
も
無
く
、

本
来
寂
静
に
し
て
自
性
浬
藥
な
る
無
自
性
性
に
依
っ
て
、
顕
了
の
相
を
以
て
正
法
輪
を
転
じ
た
も
う
。
第
一
の
甚
希
に
し
て
最
も
希

い
ま

有
な
り
と
為
す
。
干
今
世
尊
の
転
じ
た
も
う
所
の
法
輪
は
、
無
上
な
り
、
無
容
な
り
、
是
れ
真
の
了
義
に
し
て
諸
の
評
論
の
安
足
す

能
く
法
の
如
く
転
ず
る
者
有
る
こ
と
無
し
と
難
も
、
而
も
彼
の
時
に
於
て
転
じ
た
ま
え
る
所
の
法
輪
は
、
有
上
な
り
、
有
容
な
り
、

是
れ
未
了
義
な
り
、
是
れ
諸
の
浄
論
の
安
足
す
る
処
所
な
り
き
。

世
尊
、
在
昔
、
第
二
時
の
中
に
於
て
、
惟
発
趣
し
て
大
乗
を
修
す
る
為
に
、
一
切
の
法
に
皆
自
性
無
く
、
生
も
無
け
れ
ば
減
も
無

く
、
本
来
寂
静
に
し
て
自
性
浬
藥
な
る
に
依
っ
て
、
隠
密
の
相
を
以
て
正
法
輪
を
転
じ
た
ま
う
。
更
に
甚
だ
奇
有
な
り
と
為
す
と
難

も
、
而
も
彼
の
時
に
於
て
転
じ
た
ま
え
る
所
の
法
輪
も
、
亦
是
れ
有
上
な
り
、
有
容
な
り
、
猶
未
了
義
な
り
、
是
れ
浄
論
の
安
足
す

Ｑ

る
処
所
に
非
ざ
る
な
り
」

る
処
所
な
り
き
。

二
、
初
期
唯
識
論
害
に
つ
い
て

こ
こ
に
唯
識
を
学
ば
ん
と
す
る
初
心
者
の
た
め
に
、
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
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も
つ
と
も
、
延

定
し
て
い
な
い
。

の
二
論
の
み
一

圭
一
叩
奎
日
で
あ
る
、

な
ど
の
五
論
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
伝
で
は
、

１
、
巨
騨
冨
剴
目
騨
の
日
邑
騨
白
雨
国
大
乗
荘
厳
経
論
頌

ワ
ミ
巨
昌
耳
目
画
く
号
厨
鴨
中
辺
分
別
論
頌

３
、
口
冨
日
国
号
四
日
巨
回
国
く
ぎ
冨
隠
法
法
性
分
別
論

４
、
シ
喜
尉
四
目
昌
巴
口
昌
訂
国
現
観
荘
厳
論
頌

５
、
ｇ
３
国
国
昌
国
究
寛
一
乗
宝
性
論
頌

な
ど
の
五
論
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
チ
ベ
ッ
ト
伝
と
中
国
伝
と
に
共
通
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
論
害
は
、

１
，
大
垂
荘
厳
経
論
頌
（
巨
画
冨
菌
目
“
日
田
匿
目
訂
国
）

２
、
中
辺
分
別
論
頌
（
ご
乱
耳
目
国
く
ぎ
冨
盟
）

の
二
論
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
論
は
い
ず
れ
も
梵
・
蔵
・
漢
の
三
本
が
揃
っ
て
お
り
、
研
究
す
る
書
物
と
し
て
は
、
申
分
の
な
い
重
要
な

⑩

①
宇
井
伯
寿
博
士
は
、
弥
勒
は
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。

２
、
分
別
琉
伽
論
（
引
用
の
み
で
現
存
せ
ず
）

１
、
玲
伽
師
地
論

４
、
弁
中
辺
論
頌
（

５
、
金
剛
般
若
論
頌

４
、
弁
中
辺
論
頌
（
中
辺
分
別
論
頌
）

２
、
分
別
琉
伽
論
（
引

３
、
大
乗
荘
厳
経
論
頌

弥
勒
の
五
部
論
と
い
っ
て
も
、
大
体
、
弥
勒
（
ご
幽
旨
の
胃
）
が
実
在
の
人
物
で
あ
る
か
、
否
か
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
確

５



こ
れ
に
対
し
て
、
弥
勒
は
本
当
は
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
勒
と
い
う
の
は
信
仰
上
の
菩
薩
で
あ
っ
て
、

②
実
際
は
弥
勒
菩
薩
か
ら
啓
示
を
受
け
て
、
無
着
が
書
い
た
と
い
う
説
と
、

③
無
着
以
前
の
諸
論
師
の
作
を
、
す
べ
て
弥
勒
菩
薩
が
造
っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
従
っ
て
、
大

き
く
分
け
て
弥
勒
著
に
関
し
て
は
三
説
あ
る
こ
と
に
な
る
。

「
弥
勒
の
五
部
論
」
の
中
で
、
後
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
は
、
『
法
法
性
分
別
論
」
で
あ
る
。

私
も
か
つ
て
、
「
『
法
法
性
分
別
論
」
で
は
世
親
の
註
釈
の
部
分
ば
か
り
で
な
く
、
弥
勒
に
帰
せ
ら
れ
る
本
文
の
中
に
も
、
ぐ
言
四
目
‐

日
四
目
（
唯
識
）
に
相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
目
四
日
忌
民
侭
冒
厨
四
日
と
い
う
語
が
三
回
も
見
出
さ
れ
る
」
が
、
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
の
頌

（
弥
勒
頌
ま
た
は
無
着
頌
）
に
は
、
ぐ
昔
四
目
‐
目
騨
国
は
全
く
見
出
さ
れ
な
い
。
勿
論
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
長
行
の
部
分
（
世
親
註
）

に
は
ぐ
昔
、
目
‐
目
四
目
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
法
法
性
分
別
論
」
の
偶
頌
の
部
分
が
弥
勒
の
も
の
と
す
る
こ

⑪

と
に
は
疑
問
が
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

袴
谷
憲
昭
氏
も
別
の
理
由
で
『
法
法
性
分
別
論
」
を
弥
勒
著
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
、

「
マ
イ
ト
レ
ー
ャ
（
巨
陣
旨
の
苫
弥
勒
）
に
帰
せ
ら
れ
る
「
法
法
性
分
別
論
』
の
方
は
、
そ
の
著
者
に
関
す
る
伝
承
か
ら
推
測
さ
れ
る

⑫

ほ
ど
に
古
い
も
の
で
は
な
く
、
後
に
展
開
し
た
術
語
を
自
明
の
ご
と
く
前
提
と
し
た
上
で
述
作
さ
れ
て
お
り
」

と
論
じ
て
い
る
。
勝
呂
信
静
博
士
も
『
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
の
中
で
、

⑬

「
『
法
法
性
分
別
論
」
は
『
玲
伽
論
」
「
摂
大
乗
論
」
よ
り
後
の
作
成
で
あ
ろ
う
と
思
う
」

と
こ
ろ
が
最
近
、
『
法
法
性
分
別
論
」
は
も
っ
と
後
世
の
も
の
で
、
安
慧
⑦
旨
国
日
呂
）
以
後
の
成
立
で
あ
る
と
、
仏
教
大
学
教

授
松
田
和
信
氏
は
論
じ
て
い
る
。

「
４
、
『
法
法
性
分
別
論
」
は
初
期
唯
識
文
献
で
は
な
い
。
最
近
で
は
、
袴
谷
憲
昭
、
勝
呂
信
静
、
舟
橋
尚
哉
等
の
諸
氏
の
研
究
を

と
い
わ
れ
る
、
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こ
の
よ
う
に
「
弥
勒
の
五
部
論
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
に
、
後
の
も
の
が
混
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
期
唯
識
諭
書
を
考
察
す
る
場

合
、
当
然
、
「
弥
勒
の
五
部
論
」
の
中
で
、
ど
れ
と
ど
れ
が
後
世
の
も
の
か
を
確
定
し
、
そ
れ
ら
を
初
期
唯
識
論
書
か
ら
除
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
唯
識
論
書
が
確
定
し
、
そ
こ
か
ら
初
期
唯
識
思
想
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思

唯
識
思
想
の
所
依
の
経
典
と
い
え
ば
、
『
解
深
密
経
」
や
『
大
乗
阿
毘
達
磨
経
』
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
経
」

⑮

は
『
摂
大
乗
論
」
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
一
つ
の
ま
と
っ
た
経
典
と
し
て
は
現
存
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
唯
識
思
想
の
所
依
の
経
典
と
し
て
は
、
『
解
深
密
経
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
解
深
密
経
」
は
『
琉
伽
師
地
論
』

（
以
下
蔚
伽
論
』
と
い
う
）
の
巻
布
、
祀
、
両
、
沼
と
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
。

蔚
伽
論
」
巻
巧
（
大
正
鋤
七
一
三
ｃ
）
‐
「
解
深
密
経
」
勝
義
諦
相
品
第
二
（
大
正
哨
六
八
八
ｃ
）

斎
伽
論
」
巻
拓
（
大
正
鋤
、
七
一
八
ａ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
」
心
意
識
相
品
第
三
（
大
正
蝿
、
六
九
二
ａ
）

斎
伽
論
」
巻
沁
（
大
正
釦
、
七
一
八
ｃ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
」
巻
第
二
、
一
切
法
相
品
第
四
（
大
正
妬
、
六
九
三
ａ
）

蔚
伽
論
』
巻
花
（
大
正
鋤
七
一
九
ｂ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
』
無
自
性
相
品
第
五
（
大
正
照
六
九
三
ｃ
）

l

(

に３

文
献
に
は
棚
り
得
な
い
」

通
し
て
、
ロ
琴
．
ロ
ぽ
ぐ
（
法
法
性
分
別
論
）
の
所
説
が
、
す
で
に
完
成
し
た
唯
識
思
想
を
前
提
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
次
々
と
な
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
の
筆
者
の
取
り
上
げ
た
点
か
ら
も
、
三
℃
ロ
（
入
無
分
別
法
門
経
）
が
ロ
岸
白
ず
く
（
法
法
性
分
別
論
）
に
先
行

す
る
文
献
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
三
勺
ロ
（
入
無
分
別
法
門
経
）
は
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
以
前
の

三
、
唯
識
思
想
の
所
依
の
経
典

ｌ
『
解
深
密
経
』
Ｉ

７



た
だ
し
『
解
深
密
経
』
の
序
品
だ
け
は
、
『
玲
伽
論
」
に
全
く
見
出
さ
れ
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
『
解
深
密
経
」
と
し
て
流
布
す
る
と

き
に
、
経
典
と
し
て
の
形
を
整
え
る
た
め
に
、
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
玲
伽
論
』
は
本
当
に
『
解
深
密
経
」
を
引
用
し
た
の
か
、
す
な
わ
ち
、
『
解
深
密
経
」
の
方
が
先
に
成
立

し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
『
琉
伽
論
』
を
編
蟇
す
る
段
階
で
『
解
深
密
経
』
は
成
立
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
琉
伽
論
』
か
ら
別
出
し

て
「
解
深
密
経
」
が
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
『
琉
伽
論
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
人
々
が
集
ま
っ
て
編
纂
さ
れ
た
の
か
、

無
着
（
勝
自
彊
）
を
中
心
に
し
て
造
ら
れ
た
の
か
、
な
ど
と
関
連
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
『
解
深
密
経
」
は
玄
英
訳
で
あ
る
か
ら
、
「
玲
伽
論
」
（
玄
英
訳
）
と
訳
語
も
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
が
、
『
解
深
密
経
」
に
は

『
玲
伽
論
』
巻
方
（
大
正
釦
、
七
二
三
ｂ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
』
分
別
琉
伽
品
第
六
（
大
正
略
、
六
九
七
ｃ
）

「
玲
伽
論
』
巻
沼
（
大
正
鋤
、
七
二
九
ａ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
」
地
波
羅
蜜
多
品
第
七
（
大
正
肥
、
七
○
三
ｂ
）

『
玲
伽
論
」
巻
沼
（
大
正
鋤
、
七
三
三
ｃ
）
Ｉ
『
解
深
密
経
』
巻
第
五
、
如
来
成
所
作
事
品
第
八
（
大
正
肥
、
七
○
八
ｂ
）

『
玲
伽
論
」
巻
沼
（
終
り
）
（
大
正
卯
、
七
三
六
ｃ
）
Ｉ
「
解
深
密
経
」
巻
第
五
、
（
終
り
）
（
大
正
略
、
七
三
ｂ
）

た
だ
「
琉
伽
論
」
で
は
「
解
深
密
経
」
を
引
用
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
「
琉
伽
論
」
の
巻
布
の
途
中
か
ら
「
如
二
解
深
密
経
一
」

と
あ
っ
て
、
勝
義
諦
相
品
を
ま
る
ご
と
引
用
し
、
『
琉
伽
論
」
の
巻
柘
で
は
や
は
り
「
如
二
解
深
密
経
中
一
」
（
大
正
鋤
、
七
一
八
ａ
）
と
あ
っ

て
、
『
解
深
密
経
」
の
心
意
識
相
品
と
一
切
法
相
品
と
無
自
性
相
と
に
全
く
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
『
琉
伽
論
」
の
巻
万
で
も
、
や
は
り
「
如
二
解
深
密
経
中
一
」
の
分
別
職
伽
品
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
更
に
「
玲
伽
論
」
巻
沼
で

も
、
や
は
り
「
如
二
解
深
密
経
中
一
」
（
大
正
鋤
、
七
二
九
ａ
）
と
あ
っ
て
、
『
解
深
密
経
」
の
地
波
羅
蜜
多
品
と
一
致
し
、
ま
た
「
分
別
如
来

成
所
作
事
」
と
あ
り
、
「
如
二
解
深
密
経
中
一
」
（
大
正
鋤
、
七
三
三
Ｃ
）
と
あ
っ
て
、
『
解
深
密
経
』
の
如
来
成
所
作
事
品
と
全
く
一
致
し
て

い

る
○
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菩
提
流
支
訳
の
完

出
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
典
を
推
測
す
る
以
外
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

更
に
部
分
訳
で
は
あ
る
が
、
真
諦
訳
の
『
解
節
経
」
や
、
求
那
賊
陀
羅
訳
の
『
相
続
解
脱
地
波
羅
蜜
了
義
経
」
も
あ
る
。

た
だ
『
解
深
密
経
」
は
唯
識
思
想
の
所
依
の
経
典
と
い
わ
れ
る
の
で
、
一
番
古
い
も
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
解
深
密
経
」

よ
り
も
、
「
玲
伽
論
』
の
声
聞
地
や
菩
薩
地
の
方
が
古
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

⑮

こ
の
中
、
現
在
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
個
所
は
以
前
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
て
、
出
版
さ
れ
て
い
た
菩
薩
地

⑰

田
。
旨
い
骨
ぐ
号
冒
目
）
（
巻
三
十
五
１
巻
五
十
）
が
あ
り
、
宇
井
伯
寿
博
士
の
「
梵
漢
対
照
菩
薩
地
索
引
」
が
昭
和
調
年
に
作
ら
れ
て
い

る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
は
揃
っ
て
い
た
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
ラ
ー
フ
ラ
、
サ
ン
ク
リ
ー
ト
ャ
ー
ャ
ナ
が
シ
ャ
ル
寺
で
見
つ
け
た
写

本
の
写
真
版
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
中
々
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
五
七
年
に
国
富
冒
呂
胄
冒
に
よ
っ
て
待
望
の
国
○
個
３
国
喜
口
目
も
閏
昌
（
ら
巴
）
が
出
版
さ
れ
、
「
琉
伽
論
」
の
梵

本
が
菩
薩
地
以
外
に
も
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
れ
は
漢
訳
の

た
ぜ
っ
て
い
ブ
（
勺
○

『
琉
伽
師
地
論
」
（
以
下
『
玲
伽
論
』
と
い
う
）
は
玄
葵
三
蔵
訳
で
全
百
巻
あ
り
、
本
地
分
五
十
巻
（
巻
－
１
巻
五
十
）
、
摂
決
択
分
（
巻

五
十
一
１
巻
八
十
）
、
摂
釈
分
（
巻
八
十
一
１
巻
八
十
二
）
、
摂
異
門
分
（
巻
八
十
三
１
巻
八
十
四
）
、
摂
事
分
（
巻
八
十
五
１
巻
百
）
と

１
、
五
識
身
相
応
地

『
深
密
解
脱
経
」
も
あ
り
、
当
然
、
訳
語
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
原
典
か
ら
の
訳

四
、
「
琉
伽
師
地
論
』
に
つ
い
て
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さ
て
『
玲
伽
論
」
の
漢
訳
者
、
玄
美
三
蔵
（
シ
マ
ｇ
甲
①
震
頃
）
は
、
何
故
当
時
噴
国
状
態
に
あ
っ
た
中
国
か
ら
国
の
法
律
を
犯
し
て

ま
で
、
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ヘ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
『
琉
伽
論
」
の
前
半
の
部
分
で
あ
る
「
十
七
地
論
』
（
真

諦
シ
ロ
も
？
、
＄
訳
『
十
七
地
論
」
は
散
逸
、
玄
英
訳
で
は
本
地
分
）
と
『
決
定
蔵
論
」
（
玄
美
訳
で
は
『
摂
決
択
分
』
）
を
求
め
て
、
十

⑬

も
発
見
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
ロ
巨
言
団
○
号
厨
昌
ぐ
号
目
目
（
岳
急
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
先
に
出
版
さ
れ
た
弓
○
四
富
国
本
と
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、

対
照
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
巴
巨
匡
煙
め
働
く
農
号
盲
目
（
后
薗
）
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
声
聞
地
（
漢
訳
巻
二
十
一
１
巻
三
十
四
）
は
菩
薩
地
と
と

も
に
、
古
い
個
所
と
い
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
注
目
を
あ
び
た
。

梵
本
は
漢
訳
の
巻
一
Ｉ
巻
五
十
に
相
当
す
る
個
所
の
大
部
分
が
見
つ
か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
漢
訳
の
巻
十
一
１
巻
二
十
に
相

当
す
る
個
所
は
、
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
学
界
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
い
出
版
が
切
望
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
巻
五
十
一
１
巻
百
の
梵
本
は
最
近
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
松
田
和
信
教
授
に
よ
っ
て
、
最
近
、
発
見
さ

れ
、
発
表
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
玲
伽
論
』
「
摂
決
択
分
」
巻
五
十
三
、
巻
五
十
四
の
梵
本
が
見
つ
か
り
、
更
に
「
摂
異
門
分
」
の
一
葉
も
発
見
さ
れ
、
つ

い
に
『
解
深
密
経
」
に
対
応
す
る
『
摂
決
択
分
」
の
「
分
別
玲
伽
品
」
の
末
尾
か
ら
地
波
羅
蜜
多
品
の
前
半
部
に
相
当
す
る
部
分
の
梵
本

３
主
上
一
苓
手

４
、
妊
当
寺
挫

５
、
鉦
当
寺
柿

に
相
当
す
る
。

O
ム

、

二迄
Iヨ
j当苑

地
無無有
尋尋尋
無唯有
伺伺伺
地地地
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七
地
論
の
原
典
を
手
に
入
れ
て
勉
強
す
べ
く
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
戒
賢
の
も
と
へ
行
っ
た
が
、
そ
の
時
、
戒
賢
は
百
六
才
位
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。㈲

無
心
地

⑩
聞
所
成
地

⑪
思
所
成
地

卿
修
所
成
地

(4)（3）（

無有
尋尋
唯有
伺伺
地地

(2)（

意
地i

⑮
菩
薩
地

⑯
有
余
依
地

⑤
無
尋
無
伺
地

⑥
三
摩
咽
多
地

、
非
三
摩
咽
多
地

⑧
有
心
地

「
十
七
地
」
と
い
う
の
は
、
『
琉
伽
論
」
巻
－
１
巻
五
十
に
相
当
し
、

刈
五
識
身
相
応
地

(14(13(

独声‘
覚聞；
地地
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⑳

「
玄
葵
は
貞
観
元
年
、
あ
る
い
は
翌
々
年
、
玄
笑
イ
ン
ド
へ
出
発
す
」

と
あ
り
、
こ
の
イ
ン
ド
出
身
の
プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
・
ミ
ト
ラ
が
長
安
に
来
た
直
後
に
、
玄
葵
は
イ
ン
ド
へ
向
っ
て
出
発
し
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
玄
美
三
蔵
は
、
プ
ラ
バ
ー
ヵ
ラ
・
ミ
ト
ラ
が
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
い
た
と
き
の
様
子
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
聞
き
、
唯
識
を
説
く

戒
賢
が
百
才
以
上
の
高
令
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
い
て
も
立
っ
て
も
お
れ
な
く
な
り
、
国
の
法
律
を
犯
し
て
ま
で
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ヘ
行
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
り
、

一
方
、
プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
・
ミ
ト
ラ
が
長
安
に
着
い
た
の
は
、

⑳

「
貞
観
元
年
歳
次
丁
亥
十
一
月
二
十
日
を
以
っ
て
京
に
達
し
」

と
あ
り
、
宇
井
博
士
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
で
は
、

⑳

「
（
プ
ラ
バ
ー
ヵ
ラ
ミ
ト
ラ
は
）
六
二
六
年
六
十
二
才
高
平
王
と
と
も
に
長
安
に
至
る
或
は
翌
年
か
」

当
時
、
イ
ン
ド
の
僧
や
西
域
の
僧
が
次
々
と
中
国
へ
原
典
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
人
の
イ
ン
ド
の
僧
勺
同
号
冨
冨
国
目
目

⑲

（
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅
）
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

「
プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
ミ
ト
ラ
（
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅
甲
号
訂
冨
『
画
目
目
）
は
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
出
で
、
十
才
で
出
家
、
受
戒
の
の
ち
律
を

学
び
、
そ
れ
か
ら
十
二
年
た
っ
た
と
き
、
マ
ガ
ダ
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
遊
学
し
、
こ
こ
で
戒
賢
が
ョ
－
ガ
ー
チ
ャ
ー
ラ
、
ブ
ー
ミ
を
さ

⑳

か
ん
に
唱
導
し
て
い
る
の
に
出
会
い
、
こ
れ
を
聴
習
し
て
か
ら
大
乗
ば
か
り
で
な
く
、
小
乗
に
も
精
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

玄
美
三
蔵
が
長
安
を
出
発
し
た
の
が
、
貞
観
三
年
（
六
二
九
年
）
二
十
八
才
の
と
き
か
、
ま
た
は
貞
観
元
年
（
六
二
七
年
）
二
十
六
才
の

と
き
か
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

⑰
無
余
依
地

の
十
七
地
で
あ
る
。
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こ
の
斎
伽
論
』
は
菩
薩
地
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
は
曇
無
識
訳
襄
口
薩
地
持
経
」
や
求
那
賊
摩
訳
「
菩
薩
善
戒
経
』
と
相
い
対
応
し
て

い
る
し
、
蔚
伽
論
」
巻
布
１
巻
沼
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
解
深
密
経
」
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
『
琉
伽
論
」
と
い
う
論
書
と
、
「
解
深
密
経
」
や
『
菩
薩
地
持
経
」
の
よ
う
に
、
経
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
全
く
同
じ
で
あ

る
か
、
あ
る
い
は
類
似
し
て
い
る
（
訳
語
が
異
な
る
）
と
い
う
、
大
変
興
味
の
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
乗
経
典
の
成
立
過

程
を
考
察
す
る
上
で
、
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
所
作
の
成
弁

の
四
つ
の
所
縁
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
先
行
す
る
『
玲
伽
論
」
の
「
声
聞
地
」
で
は
、
こ
の
四
種
所
縁
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
唯

⑳

識
（
ぐ
筒
画
目
‐
日
画
目
）
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

(三）（二）（一）
「
解
深
密
経
」
の
分
別
玲
伽
品
に
は
、
「
唯
識
」
（
ぐ
旨
四
目
‐
日
四
目
）
と
い
う
語
が
見
出
さ
れ
る
。

「
世
尊
よ
、
毘
鉢
舎
那
（
く
§
響
画
目
）
を
行
う
三
摩
地
（
の
四
日
倒
号
）
の
行
境
は
影
像
（
亘
冒
宮
〕
冒
鼻
旨
日
冨
）
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
何
で
す
か
。
か
の
心
と
異
で
あ
る
か
、
異
で
な
い
か
と
い
え
ば
、
慈
氏
よ
、
異
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
何
故
に
異
で
は
な
い
か

と
い
え
ば
、
か
の
影
像
は
唯
識
（
ぐ
筒
四
目
‐
目
算
園
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
慈
氏
よ
、
識
の
所
縁
は
唯
識
（
ぐ
昔
騨
目
‐
日
日
国
）
に
ょ
っ

⑳

て
顕
さ
れ
る
と
私
は
説
く
の
で
あ
る
」

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
ぐ
筒
口
目
‐
日
理
屈
（
唯
識
）
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

い
有
分
別
影
像

．
無
分
別
影
像

事
の
辺
際

五
、
唯
識
（
且
目
旨
‐
日
四
目
）
の
成
立
と
展
開
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と
こ
ろ
が
扇

「
謂
即
扇

如
。
謂
颪

と
あ
る
場
合
の

性
」
は
く
昔
煙
冒

る
の
で
、
「
唯
誹

ら
れ
て
い
な
い
。

薩
地
」
を
中
心
に
‐

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
唯
識
思
想
」
と
い
う
か
ら
、
当
然
、
琉
伽
唯
識
派
の
書
物
に
は
、
初
め
か
ら
「
唯
識
」
（
ぐ
筒
。
ｇ
‐
日
興
国
）
が
説
か
れ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
今
い
う
よ
う
に
「
爺
伽
論
」
の
「
声
聞
地
」
や
「
菩
薩
地
」
に
は
全
く
「
唯
識
」
（
く
昔
妙
目
‐
日
幽
目
）
と
い
う

語
は
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
声
聞
地
」
や
「
菩
薩
地
」
は
、
「
唯
識
」
（
ぐ
言
四
目
‐
日
翌
日
）
が
成
立
す
る
以
前
の
論
耆
で
あ

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
「
唯
識
」
と
い
う
語
が
、
梵
・
蔵
・
漢
の
い
ず
れ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
「
声
聞
地
」
や
「
菩

薩
地
」
を
中
心
に
し
て
、
『
琉
伽
論
」
の
本
地
分
（
巻
－
１
巻
五
十
）
で
は
、
「
唯
識
」
（
昌
冒
目
白
興
国
）
と
い
う
語
は
説
か
れ
て
い
な
い

る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、
「
磯

す
な
わ
ち
、
『
玲
伽
論
」
の
「
声
聞
地
」
巻
二
十
六
で
は
、

「
云
何
所
縁
。
謂
有
二
四
種
所
縁
境
事
一
・
何
等
為
し
四
。
一
者
遍
満
所
縁
境
事
。
二
者
浄
行
所
縁
境
事
。
三
者
善
巧
所
縁
境
事
。
四

者
浄
惑
所
縁
境
事
。
云
何
遍
満
所
縁
境
事
。
謂
復
四
種
。
一
有
分
別
影
像
。
二
無
分
別
影
像
。
三
事
辺
際
性
。
四
所
作
成
辨
」
（
大

正
三
○
、
四
二
七
ａ
）

つ
が
『
解
深
密
経
』
で
は
、
「
分
別
玲
伽
品
」
に
、

覗
即
一
切
染
浄
法
中
所
有
真
如
。
是
名
二
此
中
如
所
有
性
一
・
此
復
七
種
。
一
者
流
転
真
如
。
謂
一
切
行
無
二
先
後
性
一
・
二
者
相
真

謂
一
切
補
特
伽
羅
。
無
我
性
及
法
無
我
性
。
三
者
了
別
真
如
。
謂
一
切
行
。
唯
是
識
性
云
々
」
（
大
正
一
六
、
六
九
九
ｃ
）

⑳

砺
合
の
「
了
別
真
如
」
は
く
旨
四
目
目
富
国
に
相
当
す
る
目
國
日
冒
［
侭
冒
官
号
冨
ご
国
罰
匡
と
な
っ
て
い
る
し
、
「
唯
是
識

⑳

言
昔
呂
胃
ぐ
四
に
相
当
す
る
昌
陣
日
冒
局
侭
冨
風
ｑ
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
漢
訳
の
上
で
は
「
唯
是
識
性
」
と
あ

「
唯
識
」
（
且
目
高
‐
日
叫
目
）
が
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
実
際
は
ぐ
昔
四
目
‐
日
割
国
（
唯
識
）
と
い
う
語
は
用
い

「
玲
伽
論
」
の
「
声
聞
地
」
や
「
菩
薩
地
」
は
比
較
的
成
立
が
早
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
含
む
本
地
分
（
巻
－
１
巻
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確
か
に
「
菩
薩
地
の
「
力
種
姓
品
」
（
玄
英
訳
、
巻
三
十
八
）
に
「
摂
事
分
に
説
く
如
く
」
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
菩
薩
地
の

⑳

『
戒
品
」
（
玄
英
訳
、
巻
四
十
こ
に
「
摂
事
分
の
如
く
』
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
は
、
『
菩
薩
地
』
が
成
立
す
る
時
点
で
「
摂
事

分
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
「
菩
薩
地
の
『
戒
口
座
（
玄
英
訳
、
巻
四
十
二
）
に
「
声
聞
地
の
如
く
」
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
か
、
「
菩
薩
地
の
『
供
養
親
近
無
量

ロ
聖
（
玄
英
訳
、
巻
四
十
川
）
に
『
声
聞
地
の
如
く
』
了
知
す
べ
し
」
と
か
「
菩
薩
地
の
『
菩
提
分
品
」
（
玄
英
訳
、
巻
四
十
五
）
に
『
声
聞
地

の
如
く
」
了
知
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
は
「
菩
薩
地
」
が
成
立
す
る
時
点
で
「
声
聞
地
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
「
菩
薩
地
」
に
相
当
す
る
「
菩
薩
地
持
経
」
に
も
、
「
力
種
姓
品
』
に
「
如
摂
事
如
説
」
（
大
正
三
○
、
九
○
四
ｂ
）
と
あ
り
、
『
戒

品
』
に
「
如
四
摂
品
説
く
」
（
大
正
三
○
、
九
一
七
ｂ
）
と
あ
る
こ
と
は
、
「
菩
薩
地
持
経
』
が
訳
出
さ
れ
る
以
前
の
原
本
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
本
）
に
、
す
で
に
「
摂
事
分
」
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
様
に
「
菩
薩
地
」
に
相
当
す
る
「
菩
薩
地
持
経
」
に
「
謂
声
聞
地
」
（
大
正
三
○
、
九
一
七
ｃ
）
と
か
「
如
声
聞
地
」
（
大
正
三
○
、

英
訳
、
チ
ベ
ッ
ー

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

五
十
）
が
先
に
成
立
し
（
こ
こ
ま
で
は
梵
本
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
）
、
巻
五
十
一
１
巻
百
ま
で
が
後
か
ら
成
立
し
た
部
分
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
き
た
が
、
と
こ
ろ
が
勝
呂
博
士
は
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
の
中
で
、

「
学
者
の
中
に
は
、
蔚
伽
論
」
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
あ
る
部
分
Ｉ
た
と
え
ば
菩
薩
地
あ
る
い

は
本
地
分
ｉ
が
さ
き
に
成
立
し
、
他
の
部
分
が
そ
れ
に
付
加
増
広
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
漠
然
と
予
想
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
予
想
は
実
際
に
『
玲
伽
論
』
を
読
め
ば
た
だ
ち
に
裏
切
ら
れ
る
。
『
琉
伽
論
」
は
諸
所
に
お
い
て
、
た
と

え
ば
「
声
聞
地
に
説
く
ご
と
し
」
と
か
「
摂
決
択
分
に
説
く
ご
と
し
」
と
い
っ
て
各
部
分
が
相
互
に
引
用
し
合
っ
て
い
て
、
現
形
が

一
時
期
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
引
用
を
示
す
文
句
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
玄

⑳

英
訳
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
お
い
て
一
致
し
て
見
出
さ
れ
る
か
ら
、
後
か
ら
付
加
で
は
な
い
と
見
ら
れ
よ
う
」
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九
二
七
ａ
）
と
か
「
如
声
聞
地
所
説
」
（
大
正
三
○
、
九
二
七
ｃ
）
と
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
「
菩
薩
地
持
経
」
が
訳
出
さ
れ
た
時
点
で
は

「
声
聞
地
」
に
相
当
す
る
部
分
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『
琉
伽
論
』
の
「
菩
薩
地
」
が
成
立
し
た
時
点
で
は
、
「
声
聞
地
」
や
「
摂
事
分
」
は
す
で
に
成
立
し
て

次
に
初
期
唯
識
論
害
の
中
で
、
「
弥
勒
の
五
部
論
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
に
も
、
後
世
の
成
立
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
『
法

法
性
分
別
論
」
に
つ
い
て
、
ぐ
言
騨
目
‐
日
興
国
（
唯
識
）
と
い
う
語
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
弥
勒
の
諭
書
と
す
る
に
は
疑
わ
し
い
と
論

じ
た
。
ま
た
別
の
理
由
で
、
「
法
法
性
分
別
論
」
を
も
っ
と
後
期
の
論
書
で
あ
る
と
複
数
の
人
々
が
論
じ
て
い
る
。

「
玲
伽
師
地
論
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
唯
識
思
想
の
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
解

深
密
経
』
も
「
琉
伽
論
」
の
巻
七
十
五
１
巻
七
十
八
と
全
く
一
致
す
る
し
、
「
菩
薩
地
持
経
」
も
「
琉
伽
論
』
の
「
菩
薩
地
」
と
相
い
対

応
す
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
乗
経
典
」
の
成
立
を
考
察
す
る
上
で
、
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
、
「
唯
識
思
想
」
は
仏
封

用
し
な
が
ら
論
じ
て
み
た
。

は
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
一

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
に
も
「
玲
伽
論
」
の
成
一

い
C

こ
の
よ
う
に
「
唯
識
思
想
の
成
立
」
を
考
え
る
と
き
、
『
琉
伽
師
地
論
」
全
体
と
「
菩
薩
地
」
の
梵
本
や
「
菩
薩
地
持
経
」
と
の
関
連

「
唯
識
思
想
の
成
立
と
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
唯
識
を
学
ば
ん
と
す
る
初
心
者
の
た
め
に
、
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
思

「
唯
識
思
想
」
は
仏
教
の
思
想
の
流
れ
の
中
で
、
如
何
な
る
思
想
的
位
置
に
あ
る
か
を
、
義
浄
三
蔵
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
」
を
引

ま
と
め

の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
も
あ
る
が
、

別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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唯
識
思
想
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
、
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、
最
近
の
学
説
な
ど
を
紹
介
し
た
が
、
初
心
者
に
と
っ
て
は
や
や

む
つ
か
し
い
点
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
初
期
唯
識
論
害
の
成
立
に
関
し
て
は
、
ま
だ
／
‐
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
点
も
あ
る
が
、
こ

れ
ら
を
解
明
し
て
、
唯
識
の
体
系
の
成
立
過
程
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
平
成
十
二
年
五
月
二
十
八
日
脱
稿
）

⑧
袴
谷
憲
昭
氏
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
唯
識
思
想
問
題
」
（
「
東
洋
学
術
研
究
」
第
劃
巻
第
２
号
）
昭
師
年
参
照
。

拙
槁
「
唯
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
唯
心
か
ら
唯
識
へ
ｌ
」
（
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
第
囎
号
）
昭
和
“
年
参
照
。

⑨
拙
槁
二
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
諸
問
題
並
び
に
第
ｎ
章
求
法
岾
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
」
（
「
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
第
死
集
）
平
成
皿
年
３
月
参
照
。

松
田
和
信
氏
「
冨
気
ぐ
房
島
“
官
い
く
の
獣
再
考
ｌ
特
に
「
法
法
性
分
別
論
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
妬
巻
第
１
号
）
平
成

3）⑦⑥6 ④（3
八
年
三
六
五
頁
参
照
。

⑩
宇
井
博
士
「
印
度
哲

①註②
と
で
あ
る
。

宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
可

大
正
一
六
、
六
九
七
ａ
参
照
。

安
井
広
済
博
士
「
中
観
思
想
の
研
究
」
（
昭
和
調
年
吃
月
）
二
八
四
頁
参
照

宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
一
六
九
頁
参
照
。

「
唯
識
三
年
倶
舎
八
年
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
私
が
書
い
た
論
文
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

拙
槁
ヨ
唯
識
三
年
、
、
倶
舎
八
年
』
考
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
妬
巻
第
二
号
）
七
六
頁
参
照
。

羅
什
訳
「
不
生
亦
不
滅
不
常
亦
不
断

不
一
亦
不
異
不
来
亦
不
出
」
（
大
正
三
○
、
一
ｂ
）

「
若
人
未
し
生
二
真
空
智
慧
一
・
有
二
我
心
一
故
聞
レ
説
二
無
我
一
即
生
二
恐
灌
一
・
」
（
大
正
三
二
、
三
二
七
Ｃ
）

「
遍
計
所
執
さ
れ
た
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
遍
計
所
執
性
」
「
依
他
起
性
」
「
円
成
実
性
」
の
い
わ
ゆ
る
唯
識
三
性
説
の
中
の
遍
計
所
執
の
こ

「
印
度
哲
学
研
究
」
第
一
巻
三
七
七
頁
参
照
。
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⑭⑬⑫C⑮
例
え
ば
所
知
相
分
の
「
阿
毘
達
磨
大
乗
経
中
。
薄
伽
梵
法
有
三
種
。
一
雑
染
分
。
二
清
浄
分
。
三
彼
二
分
」
（
大
正
三
一
、
一
四
○
Ｃ
）
と
あ
る

場
合
と
か
總
標
綱
要
分
第
一
の
「
阿
毘
達
磨
大
乗
経
中
。
薄
伽
梵
前
已
能
善
入
大
乗
菩
薩
。
為
顕
大
乗
体
大
故
説
。
謂
依
大
乗
諸
仏
世
尊
有
十
相
殊

勝
殊
勝
語
」
（
大
正
三
一
、
一
三
二
Ｃ
）
と
あ
る
場
合
が
該
当
す
る
と
思
う
。

⑯
弓
。
唱
冨
国
出
○
号
尉
凹
牙
四
‐
９
口
目
こ
ぎ
参
照
。

⑰
宇
井
博
士
「
梵
漢
対
照
菩
薩
地
索
引
」
（
昭
和
調
年
）
参
照
。

⑱
松
川
和
信
氏
が
梵
文
断
片
を
発
見
、
公
表
し
た
。
「
『
解
深
密
経
」
に
お
け
る
菩
薩
十
地
の
梵
文
資
料
ｌ
『
玲
伽
論
』
「
摂
決
択
分
」
の
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
断
片
よ
り
ｌ
」
（
「
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
」
（
第
２
号
）
一
九
九
五
年
）

⑲
桑
山
・
袴
谷
共
著
「
玄
英
」
四
九
頁
参
照
。

⑳
同
書
四
九
頁
参
照
。

⑳
同
書
五
一
頁
参
照
。

⑳
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六
頁
参
照
。

⑳
高
崎
直
道
博
士
「
礁
伽
行
派
の
形
成
」
（
講
座
、
大
乗
仏
教
８
）
一
二
頁
参
照
。

拙
槁
「
唯
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
唯
心
か
ら
唯
識
へ
ｌ
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
如
号
）
四
頁
参
照
。

⑳
高
崎
博
士
「
職
伽
行
派
の
形
成
」
一
三
頁
参
照
。

⑳
同
層
日
ｏ
爵
》
殴
日
島
目
『
日
。
ｏ
自
画
‐
昌
目
や
ｇ
註
皿

⑳
両
Ｆ
四
日
○
号
》
駛
日
号
旨
胃
日
。
＆
目
，
切
目
国
や
ｇ
註
皿

⑳
勝
呂
博
士
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
二
四
九
頁
参
照
。

⑳⑳⑳⑳⑳
五
頁
参
照
。

拙
槁
「
唯
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
唯
心
か
ら
唯
識
へ
ｌ
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
囎
号
）
昭
和
“
年
一
四
頁
参
照
。

袴
谷
憲
昭
氏
「
唯
識
文
献
に
お
け
る
無
分
別
智
」
「
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
」
（
第
娚
号
昭
和
帥
年
）
二
二
四
頁
参
照
。

勝
呂
信
静
博
士
「
初
期
唯
識
思
想
の
研
究
」
一
八
六
頁
参
照
。

松
田
和
信
氏
「
富
３
百
毎
名
国
ぐ
の
段
再
考
ｌ
特
に
『
法
法
性
分
別
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
妬
巻
第
１
号
）
三
六

同
書
二
五
○
頁
参
照
。
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